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第30回農業環境シンポジウム
「温室効果ガス排出をどう削減できるのか―農林水産分野における
地球温暖化防止対策―」

平成20年5月14日（水）、第30回農業環境シン

ポジウムを「温室効果ガス排出をどう削減できるの

か―農林水産分野における地球温暖化防止対策―」

というテーマで、東京の新宿明治安田生命ホールに

おいて開催しました。昨年、気候変動に関する政府

間パネル（IPCC）の第4次報告書が公表され、人

間活動による温室効果ガスの増加によって、地球温

暖化が確実に起こっていることが報告されました。

そして、本年度から温室効果ガス排出の削減をめざ

す京都議定書の第1約束期間がスタートしました。

わが国は、この期間に排出量を1990年度に対して

6％削減することになっていますが、2006年の時点

で、逆に6.4％増加しています。このような背景の

もと、上記シンポジウムでは、農林水産分野におい

てどのような対策が考えられるのかを広く一般の方

にも理解していただくことを目指しました。そして、

一般の方を含め行政部局、民間企業、大学、公立場所、

他の研究機関など所外から294名、所内から34名、

計328名の参加を得ました。

シンポジウムの冒頭、佐藤理事長の挨拶に続いて、

北海道大学の波多野隆介教授より「温暖化緩和に対

して農林業へ期待するもの」というテーマで基調講

演をいただきました。個別の講演では、まず森林総

合研究所の石塚森吉研究コーディネータから、森林

部門における炭素循環、京都議定書における二酸化

炭素吸収量の算定方法および森林の炭素吸収能増加

に向けた取り組みについて報告されました。次に、

農業部門について農業環境インベントリーセンター

の白戸康人主任研究員から、農耕地土壌の炭素蓄積

能が植生や大気と比較して大きい一方、そのために

は適切な有機物の施用が大切であること、物質循環

研究領域の八木一行上席研究員から、農耕地から発

生する二酸化炭素、メタン、亜酸化窒素を抑制する

ための有機物管理、水管理、施肥管理などの有効な

技術について、具体的な試験結果をもとに示されま

した。また、畜産部門については、畜産草地研究所

の長田隆主任研究員から、家畜の消化管内発酵や排

泄物から発生するメタンおよび亜酸化窒素の最新の

抑制策が紹介され、排泄物処理過程での亜酸化窒素

の削減が容易でないことが述べられました。最後に、

温暖化の主要因となっている化石エネルギーの代替

として期待されるバイオマスエネルギーについて、

その種類、変換方法および効率などの観点から、農

研機構の片山秀策バイオマス研究センター長から報

告されました。

これらの発表に対して、森林下での土壌蓄積、農

耕地での有機物施用による炭素蓄積と温室効果ガス

発生とのトレードオフ、化学肥料使用の影響、農業

分野の排出権取引参入への可能性などについて会場

との質疑が交わされました。また、いずれの課題も、

技術の導入においては今後LCA評価を通した検討

が欠かせないことが指摘されました。

参加者にアンケートを依頼したところ、141名の

方から回答が得られ、「内容が充実していた」、「素

人にもわかりやすかった」など好意的な意見が多く

ありました。昨年12月に開催した温暖化適応策の

シンポジウムとともに、地球温暖化に対する興味と

理解が少しでも高まったことを、主催者として期待

しています。

基調講演をする波多野北海道大学教授

（研究コーディネータ　今川 俊明）
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